
No.

平成 年 月 日

時 分 開始

【戦評】

齊木　祥太郎
高岡　圭汰郎
前田　虎城
岩田　凌綺
リンダー　マイルス達也

上田　隼輔

少年男子

２Ｐ ＦＴ 反則２Ｐ ＦＴ 反則 No. 選  手  名 得点
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花本　悠暉
濱口　貴哉
板東　俊兵
下藤　尚輝

森本　泰雅
前山　英之
古谷　太一
常清　哲也
中本　龍
植原　州哉
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一般社団法人香川県バスケットボール協会
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赤葉　玲音

競 技 種 別

国民体育大会第３７回四国ブロック A1

競   技   日 28 8 21 会場 高松市総合体育館

審   判   名 小谷　将夫 池田　隼人

開 始 時 間 9 ００

主審 副審

21 12

香川県 84
29 12

━

53 徳島県16 13
18 16

━
━
━

チーム名 香川県 チーム名

No. 選  手  名 得点 ３Ｐ

2

徳島県

4 松本　雅樹 13 0 5 3 2 4 2

3 1 0 0 2 1

4 0 1

0 12
0 12

1 2 2
2 3

18 2 5 2
0 0 0

4 0 1
0 0 0 0 2 09 0 0

2
0 0小川　大輝

0 1 0 0 笠井　貴司
9 0 4 1 1 4川真田　紘也

10
11

0 012

2

5
平島　陽瑠
井上　涼介

0 0
10 0 0
0

0 2 2 2

012 4 0 0 0
00 0 0 0 2 0 0 0 0
215 0 7 1 2 3 1 0 2

監督 色摩　拓也
コーチ牧田　茂

監督 泉　直哉
コーチ久原　大典

84 9 24 9 13 1253 6 15 9

記載者 菅

　第１Q、両チームともハーフマンツーマンディフェンスで始まる。試合開始直後、香川④のジャンプ
シュートが決まる。香川は激しいディフェンスで相手のミスを誘い、流れをつかもうとする。徳島は④がドラ
イブで積極的に攻め、ファールを誘い、フリースローを確実に決める。徳島⑤の３Pでリズムをつかもうと
するが、香川の厳しいディフェンスを思うように攻めることができない。終了間際には香川⑨のドライブか
ら、⑥の合わせが決まり、２１－１２香川リードで第１Q終了。
　第２Q、徳島⑥の３Pか決まり、ゲームスタート。④の積極的な外角シュートや、⑪のオフェンスリバウンド
を中心にオフェンスを展開する。香川は⑥の外角シュート、④のドライブが確実に決め、得点を重ねる。
⑮がドライブからのバスケットカウント、フリースローも確実に沈め、一気に突き放す。５０－２４香川リード
のまま前半終了
　第３Q、徳島は厳しいマンツーマンディフェンスから、しっかりと得点に結びつける。外角シュートやドラ
イブから着実に得点を重ね、流れをつかもうとする。香川は⑮が積極的に攻め、ドライブやリバウンド
シュートで確実に得点につなげていく。⑬の３Pも決まり、流れを徳島に渡さない。６６－３７で第３Q終了。
　第４Q、香川⑪のドライブ、⑭のリバウンド、⑦の３Pなど、開始から積極的に攻撃を仕掛ける。徳島は粘
り強いディフェンスから、⑦のドライブで連続得点。⑮の３Pでオフェンスを展開する。⑪の力強いリバウン
ドで粘りをみせるが、終始落ち着いて相手のすきをつき、確実に得点を重ねた香川が８４－５３で勝利し
た。
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No.

平成 年 月 日
時 分 開始

【戦評】

明坂　龍史
濵田　朋知
池田　武尊
オトロスキー　成就
阮　晨听
石井　良樹

少年男子

記載者 八幡
一般社団法人香川県バスケットボール協会

　第１Q、両チームともマンツーマンディフェンスでゲーム開始。序盤、愛媛はリバウンドをおさえ、速攻や
ジャンプシュートで得点し、残り４分で８－１０と先行。高知は⑦の３P、⑪のパワープレーなどでオフェン
スを展開する。愛媛はゴール下で得点を重ね、１４－１４同点で第１Q終了。
　第２Q、愛媛の激しいディフェンスに高知は３分半ノーゴール。その間、愛媛は⑦が内外から加点。残り
４分、愛媛はゾーンディフェンスに切り替えて、さらにプレッシャーをかける。高知は⑤個人技での対抗す
るも愛媛にリードを許し、２５－３４で前半終了。
　第３Q、愛媛のゾーンディフェンスに対し、高知はインサイドにパスが入らず、攻めあぐむ。愛媛はイン
ターセプトからの速攻や⑧のインサイド、⑦のミドルシュートなどで、高確率のシュートをきめる。３１－６２
と愛媛が大量リードする形で第３Q終了。
　第４Q、高知は組織的な動きで攻撃をするが、愛媛の運動量が上回り苦戦する。高知⑤の連続３Pなど
で得点を重ねるが、点差を縮めることができない。一方愛媛は⑨、⑭などの活躍でさらにリードを広げ、４
８－９０で愛媛が勝利した。

90 9 30 3 1248 6 13 4 12
中原　正善コーチ瀬田　由香 コーチ

監督 玉井　剛監督 瀬田　幸穂

4 0 2 0 1
2 1 0

0 0 0 0 0 15 ＧＯＭＡＡ　ＭＯＨＡＭＥＤＯ

0
2 0 1 0 1 14 中村　響 5 0

13 曽我部　悠 6 0 3 03 0 1 1 0

0 0 1
0 0 0 0 2 12 松本　直之

1
6 0 2 2 2 11 平　将輝 0 0

10 原本　樹 4 0 2 0
27 7 3 0 1

2
9 松本　圭司 4 0 2 0 4 9 村上　勇斗

8 萩野　一洋 14 0 6 2
7 0 0

8 松井　海月 0 0 0 0 1
0 1 7 宮本　尋 20 2

4 0 2 0 2
7 大塚　琳平 13 3 2

1
6 楠橋　力 2 0 1 0 1 6 早瀬　陽介

5 東浦　元樹 0 0 0 0
3 0 3

5 網干　海有 18 3 4 1 0
0 0 4 權藤　史也 6 0

得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反則

4 北田　るか 0 0 0

愛媛県
No. 選  手  名 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反則 No. 選  手  名

チーム名 高知県 チーム名

90 愛媛県6 ━ 28

17 ━ 28

14 ━ 14

高知県 48
11 ━ 20

開 始 時 間 9 ００ 競 技 種 別
審   判   名 主審 山田　豊弘 副審 若山　輝紀

国民体育大会第３７回四国ブロック B1

競   技   日 28 8 21 会場 高松市総合体育館
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No.

平成 年 月 日
時 分 開始

【戦評】

No.

近藤　由惟
熊　美里
細貝　野乃花
浅井　美憂
吉川　裕子
棈木　由衣

成年女子

記載者 升形
一般社団法人香川県バスケットボール協会

国民体育大会第３７回四国ブロック B2

　第１Q、両チームともマンツーマンディフェンスでスタート。序盤、愛媛は⑬のドライブイン、⑤の３P、⑨
のミドルシュートで７－０と好スタートを切る。その後、香川も⑦のフリースロー、⑥の連続３P等で中盤に
逆転に成功する。両チーム速い展開でプレーが続く中、愛媛がインサイドにボールを集めてから⑬の外
角シュート、④のドライブインで再び１６－１０と逆転に成功し、２５－１０となった残り２分で香川がタイムア
ウト。タイムアウト後、香川も積極的にシュートを狙いにいくが、愛媛の激しいディフェンスで得点できず、
３２－１０と愛媛リードで第１Q終了。
　第２Q、開始早々愛媛は④の３Pでスタートし、センター⑮を基点としたプレーで確実に加点していく。
香川も残り５分でシューターとしたメンバー交代をし、⑫の３P、⑪のミドル、⑧の連続フリースローが決ま
るが点差を縮めることができず、５５－３３愛媛リードのまま前半終了。
　第３Q、愛媛は前半原確率の高い⑪、⑬のアウトサイドシュートを中心に得点差を広げていく。更にス
リークォーターからのオールコートマンツーマンで香川にプレッシャーをかけていく。一方香川も得意の
外角シュートで点差を縮めていきたいが、確率が上がらず苦戦。終盤愛媛は連続して３Pを決め、８６－４
６愛媛リードで第３Q終了。
　第４Q、愛媛はリバウンドからの速い攻撃でバスケットを展開していく。香川も最後まで積極的にゴール
を狙いにいき、④のドライブイン、⑤が３Pを決めるが、結局第１Qからの流れを維持した愛媛が１０８－６２
で勝利した。

62 5 17 13 13108 11 31 9 17
山下　朋代コーチ若宮　浩 コーチ

監督 川本　伸人監督 渡部　治

4 0 2 0 1
0 1 0

10 0 5 0 2 15 西本　紗季

2
2 0 1 0 1 14 須川　奈保子 1 0

13 橋本　百花 4 0 1 2
8 2 1 0 2

16 2 4 2 1

5 0 1
20 2 5 4 2 12 足立　明日翔
11 0 5 1 4 11 貞中　愛莉 10 0

10 古本　紗若
0 0 0 0 3

10 2 ２Ｐ 0 2

0
9 大森　彩乃 7 0 3 1 0 9 平井　瑞希

8 中尾　佳穂理 12 0 2 8
3 2 1

8 堀内　聡美 2 0 1 0 3
0 0 7 小澤　美咲 8 0

6 2 0 0 1
7 品部　沙也加 5 1 1

0
6 田村　未来 6 松橋　彩華

5 池田　千紘 3 1 0 0
3 0 2

5 濱田　真子 13 3 2 0 2
1 0 4 田中　亜美 6 0

得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反則

4 川端　実乃里 12 1 4

香川県
No. 選  手  名 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反則 No. 選  手  名

チーム名 愛媛県 チーム名

62 香川県31 ━ 13

22 ━ 16

32 ━ 10

愛媛県 108
23 ━ 23

開 始 時 間 10 ３０ 競 技 種 別
審   判   名 主審 達川　友希 副審 藤原　紘子

競   技   日 28 8 21 会場 高松市総合体育館

国民体育大会第３７回四国ブロック A2
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平成 年 月 日
時 分 開始

【戦評】

多田　真紀
新田　桃子
古海　朝日
山岡　五月
近藤　紗奈
久次米　渚

成年女子

記載者 松岡
一般社団法人香川県バスケットボール協会

　第１Q、両チームとも立ち上がりが堅く、開始２分間得点なし。両チームともマンツーマンディフェンス。
徳島は⑪のドライブプレーでオフェンスを展開する。対して高知は⑩、⑭を中心に得点するも徳島にリー
ドを許し、１３－７で第１Q終了。
　第２Q、徳島⑭がリバウンドで奮闘。また、オフェンスでもセンタープレーが決まり始める。高知はシュー
トが入らなくなり、２１－１９となったところでタイムアウトを請求。その後、高知も⑬、⑭を中心に得点する
が点差は縮まらない。第２Qのみで２２－８と徳島が点差を広げた。３５－１５で前半終了。
　第３Q、開始直後、高知は⑬がドライブでファールをもらい、フリースロー２本を確実に決め、勢いづく。
対して徳島は⑪が３Pを２本決める。しかし、中盤高知の前からプレッシャーをかけるディフェンスが功を
奏し、⑬、⑭を中心にスチールし、得点を重ねる。徳島はたまらず開始８分でタイムアウトで流れを切る。
５２－３４で第３Q終了。
　第４Q、序盤は両チームとも得点が決まらず、開始４分間膠着状態が続く。その後徳島は⑪、⑭を中心
に得点する。一方高知も⑬、⑭を中心に反撃する。また、高知④が３Pを２本決めるも点差を縮めるには
至らず、長身を生かした徳島が６９－５０で勝利した。

51 3 18 6 1969 6 21 9 11
藤村　桂子コーチ大平　雅一 コーチ

監督 沼　紀年監督 藤浦　圭吾

3 0 1 1 1
11 0 5

2 0 1 0 0 15 公文　梨紗子

3
14 0 4 6 3 14 足達　遥咲 25 1

13 中川　はづき 10 0 3 4
2 0 1 0 0

0 0 0 0 1

0 0 1
2 0 1 0 1 12 門田　唯

2
23 3 7 0 1 11 中岡　あきは 0 0

10 西川　絵美 3 0 1 1
2 0 1 0 3

7 2 0 1 0

0
9 小原　彩 10 0 5 0 0 9 島内　千紘

8 片岡　杏華 0 0 0 0
0 0 0

8 中尾　真理 2 0 0 2 1
7 海東　あい 0 0

0 0 0 0 1
7 多田　由樹
6 森　彩香 0 0 0 0 0 6 溝渕　咲彩

5 森本　美彩
0 0 3

5 近藤　美良 9 1 3 0 0
0 4 4 林　千香 6 2

得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反則

4 阿部　祥子 0 0 0

高知県
No. 選  手  名 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反則 No. 選  手  名

チーム名 徳島県 チーム名

50 高知県17 ━ 19

17 ━ 16

13 ━ 7

徳島県 69
22 ━ 8

開 始 時 間 10 ３０ 競 技 種 別
審   判   名 主審 池松　和久 副審 髙橋　瑞紀

競   技   日 28 8 21 会場 高松市総合体育館
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No.

平成 年 月 日
時 分 開始

【戦評】

仮谷　海音
原田　佳苗
間嶋　春妃
中野　巴奈
篠田　奈那
武市　藍伽

少年女子

記載者 有馬
一般社団法人香川県バスケットボール協会

　第１Q、両チームマンツーマンディフェンスで試合開始。ともに一対一中心の攻撃を仕掛けるが、守りを
崩せず得点につながらない。開始３分で高知⑫のバックドアで先制。徳島は⑩のインサイドで同点に。
ロースコアの展開の中、高知は⑨のインサイドで得点。徳島は⑦のカットインで対抗し、１２－９高知リード
で終了。
　第２Q、開始から、徳島が勢いに乗り、⑩、⑪の得点で逆転。高知は⑦のカットインで追いすがるが、徳
島はスピードのある攻撃で得点を重ね、残り５分で１７－２６。その後、高知のミスも重なり、徳島⑪のミド
ルシュート、カットインで点差を広げ２１－４１徳島リードで前半終了。
　第３Q、後半も徳島の勢いは止まらず、⑧、⑩が得点を重ねる。攻め手のない高知も④のカットインで得
点するが、徳島⑦、⑧のカットインを止められず、３３－６８徳島リードのまま第３Q終了。
　第４Q、途中高知はオールコートマンツーマンディフェンスでペースを変えようとするが、徳島⑬の速
攻、⑥のインサイドプレイなどで得点を重ね、４９－９３で徳島が勝利した。

93 1 39 11 1549 0 21 7 15
木下　博順コーチ高橋　竜二 コーチ

監督 東谷　悦生監督 川井　文雄

6 0 3 0 2
0 0 1

0 0 0 0 0 15 樽本　亜紀

0
0 0 0 0 0 14 林　京音 0 0

13 四宮　知佳 11 0 5 1
3 0 1 1 0

0 0 0 0 1

6 2 2
4 0 2 0 1 12 大喜田　美咲

2
0 0 0 0 0 11 三笠　菜月 14 0

10 花田　紗耶 11 0 5 1
2 0 1 0 1

2
9 岡野　七菜子 10 0 5 0 3 9 粟田　里菜

8 池田　芽依 17 0 7 3
6 2 3

8 田野　日菜乃 8 0 3 2 3
5 3 7 大長　満帆 18 1

9 0 4 1 2
7 田村　碧衣 17 0 6
6 有田　桜 2 0 1 0 0 6 西田　有希

5 中川　郁美
1 0 0

5 安並　果音 0 0 0 0 3
1 4 山本　あかね 2 0

得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反則

4 窪田　明穂 8 0 4

徳島県
No. 選  手  名 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反則 No. 選  手  名

チーム名 高知県 チーム名

93 徳島県12 ━ 27

16 ━ 25

12 ━ 9

高知県 49
9 ━ 32

開 始 時 間 12 ００ 競 技 種 別
審   判   名 主審 相原　伸康 副審 小島　慶子

競   技   日 28 8 21 会場 高松市総合体育館

国民体育大会第３７回四国ブロック A3
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No.

平成 年 月 日
時 分 開始

【戦評】

小谷　果蓮
梅木　千夏
森下　遥奈
谷岡　安純
鈴置　彩夏
冨永　紗代

少年女子

記載者 小村
一般社団法人香川県バスケットボール協会

　大会２日目、第３試合。国体出場を決めた愛媛と、残念ながら出場を逃した香川の対戦となった。
　第１Q、ゲームはお互いマンツーマンディフェンスで始まる。開始早々、香川の⑨、⑩のインサイドでの
ツーメンゲームと、⑥の３Pで５－２とリード。対する愛媛は⑤、⑥の一対一を基本に得点を重ね、１５－１１
愛媛リードで第１Q終了。
　第２Q、リバウンドからの速攻とパッシングゲームなど、速い展開で攻撃を仕掛ける愛媛。香川のディ
フェンスが対応できず、開始３分で２５－１５と１０点のリードで、香川たまらずタイムアウトを請求。香川
⑫、⑬、⑮の思い切りの良い外角シュートで流れを変えようとするも、愛媛オフェンスに上手く対応でき
ず、４４－２７愛媛リードで前半終了。
　第３Q、愛媛の個人技術に対して、香川は何とかチームディフェンスで対抗しようとする。しかし、愛媛
は⑤、⑥の外角シュートで着実に得点を重ねていく。香川はくらいつこうとするが、リードが広がる形で、
７２－３５愛媛リードのまま第３Q終了。
　第４Q、香川は⑭、⑤のインサイドでの攻守にわたる頑張りで点差を縮めようとするが、なかなか得点に
結びつかない。最後は地力に勝る愛媛が８０－４４で勝利した。

44 4 14 4 980 8 25 6 13
大西　亜紀コーチコーチ田村　佳代

監督 山下　浩二監督 後藤　良太

5 1 1 0 0
1 0 0

2 0 1 0 1 15 平安座　弓愛

0
14 金澤　英果 2 0
13 植松　涼 3 1 0 0

5 0 2 1 0
0 0 0 0 1

0 0 0
0 0 0 0 0 12 山口　穂乃佳

0
14 1 5 1 2 11 菊池　優希 0 0

10 森　智香子 8 0 4 0
4 0 2 0 4

15 0 7 1 2

1
9 西山　奈那 5 1 1 0 0 9 松本　眞和

8 平野　史好 3 1 0 0
1 0 1

8 石原　柚香 13 1 4 2 1
7 濱田　侑里 2 0

9 1 3 0 1
7 安藤　母佳

2
6 黒山　佳奈 9 1 2 2 3 6 有木　沙織

5 辻　双葉 3 0 0 3
0 0 0

5 渡部　真衣 8 2 1 0 2
0 1 4 高田　咲希 0 0

得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反則

4 岩佐　彩花 14 2 4

香川県
No. 選  手  名 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反則 No. 選  手  名

チーム名 愛媛県 チーム名

44 香川県28 ━ 8

8 ━ 9

15 ━ 11

愛媛県 80
29 ━ 16

開 始 時 間 12 ００ 競 技 種 別
審   判   名 主審 阿部　知裕 副審 谷　隆正

競   技   日 28 8 21 会場 高松市総合体育館

国民体育大会第３７回四国ブロック B3
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No.

平成 年 月 日
時 分 開始

【戦評】

原本　樹
平　将輝
松本　直之
曽我部　悠
中村　響
ＧＯＭＡＡ　ＭＯＨＡＭＥＤＯ

開 始 時 間 13
競   技   日

少年男子

記載者 升形
一般社団法人香川県バスケットボール協会

少年男子２勝同士の対決となった愛媛対香川の試合。
　第１Q、香川はマンツーマンディフェンス、愛媛はゾーンディフェンスでゲームがスタートする。愛媛⑦の
シュートで先制。すると、すぐさま香川は⑥のスチールからの得点をし、その後は愛媛は⑪のゴール下の
プレー、⑨の３P等で加点。一方香川⑥、⑮等が得点を重ね、一進一退の時間が続く。１９－１８で第１Q
終了。
　第２Q、香川はゾーンディフェンス、愛媛はマンツーマンディフェンスでスタート。開始早々、香川は⑥
の３Pで逆転するが、その後愛媛は⑦の外角シュートでの連続得点、香川は⑥のインサイドシュートで一
進一退が続く。中盤すぎに愛媛は途中交代で入った⑮のインサイドプレーで３点差に広げるが、香川も
交代で入った⑬の連続３Pで逆転に成功。更に④のドライブで３点リードする。３０－３３で前半終了。
　第３Q、愛媛⑤のミドルシュートでスタートするが、香川は⑮のゴール下、⑤の３Pが決まり、６点差に広
げる。しかし、中盤に入ると愛媛は⑨の３P、⑮のゴール下、⑤のスチールからの得点で再び２点差の逆
転となる。終盤、香川は⑬の連続得点で逆転するが、愛媛は終了近くに⑦のドライブインから⑮のあわ
せで加点し、５０－５０の同点で終了。
　第４Q、序盤香川⑮のインサイド、リバウンドシュートで気をはくプレイが目立つ。一方、愛媛は中盤から
⑦のミドルシュート、⑥の３Pが決まり３点リードする。追いつきたい香川だが、残り６分すぎから４分すぎに
パスミス、スチールが続き、７点差となる。その後香川は⑤の連続３Pが決まり３点差まで縮める。しかし、
終盤愛媛は香川のミスを誘い、⑤のドライブ、⑨の３P等で加点し、結局７１－６０で愛媛が勝利した。

60 8 14 8 1571 8 19 9 13
牧田　茂コーチ中原　正善 コーチ

監督 色摩　拓也監督 玉井　剛

19 0 6 7 38 0 3 2 3 15 上田　隼輔

0
0 0 0 0 0 14 リンダー　マイルス達也

13 岩田　凌綺 11 3 1 0

0 0 0
12 前田　虎城

0
9 0 3 3 4 11 高岡　圭汰郎 0 0

10 齊木　祥太郎 1 0 0 1
0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

4
9 村上　勇斗 19 5 2 0 0 9 植原　州哉

8 中本　龍 2 0 1 08 萩野　一洋
0 2 7 常清　哲也

11 1 4 0 3
7 宮本　尋 19 3 5

3
6 早瀬　陽介 2 0 1 0 1 6 古谷　太一

5 前山　英之 12 4 0 0
2 0 2

5 東浦　元樹 14 0 5 4 2
0 1 4 松本　雅樹 4 0

得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反則

4 權藤　史也 0 0 0

香川県
No. 選  手  名 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反則 No. 選  手  名

チーム名 愛媛県 チーム名

60 香川県20 ━ 17

21 ━ 10

19 ━ 18

愛媛県 71
11 ━ 15

３０ 競 技 種 別
審   判   名 主審 柏原　琢磨 副審 西　和馬

28 8 21 会場 高松市総合体育館

国民体育大会第３７回四国ブロック A4
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No.

平成 年 月 日
時 分 開始

【戦評】

笠井　貴司
川真田　紘也
平島　陽瑠
井上　涼介
赤葉　玲音
久米　雄也

少年男子

記載者 八幡
一般社団法人香川県バスケットボール協会

　第１Q、両チームとも激しいマンツーマンディフェンスを攻められず、開始３分で０－２とロースコアの展
開。残り６分での高知タイムアウト後、高知⑪のカットインプレーなどで得点する。徳島は⑪、⑭のセン
ターを起点に攻撃し、１１－１５の高知４点リードで第１Q終了。
　第２Q、高知がリバウンドからの速攻などで加点する。対する徳島は④の３Pなどで得点を重ねる。終盤
に徳島のターンオーバーを高知が着実に得点につなげる。２５－３４高知が９点リードし前半終了。
　第３Q、高知はゾーンディフェンスを併用し、プレッシャーをかける。そして、高知⑩のリバウンドシュート
などで得点を重ねる。徳島は④、⑫のアウトサイドからの攻撃を主体とし、オフェンスを展開する。４８－５
６高知リードのまま第３Q終了。
　第４Q、徳島のゾーンディフェンスに対抗し、高知はナンバープレイで着実に得点を重ねる。残り４分、
５４－６４高知タイムアウト後、徳島はオールコートプレスを仕掛けるが、高知は⑩のパワープレーで得点
し、６８－７６で高知が勝利した。

76 0 35 6 1868 9 16 9 17
瀬田　由香コーチ久原　大典 コーチ

監督 瀬田　幸穂監督 泉　直哉

0 0 0
15 石井　良樹

1
8 0 3 2 1 14 阮　晨听 0 0

13 オトロスキー　成就 5 0 2 1
0 0 0 0 1

4 0 2 0 1

8 0 1
8 1 1 3 1 12 池田　武尊

3
0 0 0 0 2 11 濵田　朋知 16 0

10 明坂　龍史 24 0 12 0
4 0 2 0 1

9 1 3 0 1

1
9 小川　大輝 0 0 0 0 1 9 松本　圭司

8 松井　海月 0 0 0 08 下藤　尚輝 11 0 4 3 5
0 2 7 大塚　琳平

4 0 2 0 3
7 板東　俊兵 0 0 0

4
6 濱口　貴哉 6 2 0 0 1 6 楠橋　力

5 網干　海有 8 0 3 2
6 3 3

5 花本　悠暉 0 0 0 0 0
1 2 4 北田　るか 15 0

得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反則

4 森本　泰雅 22 5 3

高知県
No. 選  手  名 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反則 No. 選  手  名

チーム名 徳島県 チーム名

76 高知県23 ━ 22

20 ━ 20

11 ━ 15

徳島県 68
14 ━ 19

開 始 時 間 13 ３０ 競 技 種 別
審   判   名 主審 白川　一樹 副審 仲地　祥吾

競   技   日 28 8 21 会場 高松市総合体育館

国民体育大会第３７回四国ブロック B4
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No.

平成 年 月 日
時 分 開始

【戦評】

西川　絵美
中岡　あきは
門田　唯
中川　はづき
足達　遥咲
公文　梨紗子

成年女子

記載者 松岡
一般社団法人香川県バスケットボール協会

　第１Ｑ、両チーム、マンツーマンディフェンスでゲームスタート。愛媛は開始早々、⑫の連続得点、そし
て３Ｐで勢いづく。しかし、高知も５分を過ぎたころより、⑨、⑭、⑮を中心に速攻が決まり始め、互角の展
開となる。１７－１９愛媛リードで第１Ｑ終了。
　第２Ｑ、愛媛は⑨のミドルシュート、⑪の３Ｐ、そして⑭のセンタープレーが確実に決まる。対する高知
は、⑫、⑭のドライブプレーで応戦するが、シュートがなかなか決まらない。高知は残り５分２７－３３で思
わずタイムアウト。しかし、その後も愛媛は⑭のセンタープレーを中心に得点を重ね、３３－４２愛媛がリー
ドを広げ、前半終了。
　第３Ｑ、開始早々高知⑩、⑤の３Ｐで勢いづき、反撃開始。しかし、愛媛は⑬の２Ｐ、そして⑮の３連続
のセンタープレーが成功する。また、愛媛⑬の３Ｐも続いて決まり、点差を広げる。残り４分、２３点差とな
り高知はタイムアウト。しかし、その後も愛媛⑮と変わったセンター⑭も確実にシュートを決める。高知は
開始早々の３Ｐ２本の６点しか奪えず、３９－７３で第３Ｑ終了。
　第４Ｑ、愛媛⑮がリバウンドを制し、確実に得点を重ねる。高知も④、⑨がインサイドを狙うが、長身プレ
イヤーが多い愛媛のディフェンスを破れない。愛媛はその後⑮に変わった⑭がセンタープレーを展開
し、得点を重ねる。高さのある愛媛のディフェンスを攻められない高知は点差を広げられ、４９－９５と愛
媛が勝利した。

95 8 32 7 549 2 19 5 11
若宮　浩コーチ藤村　桂子 コーチ

監督 渡部　治監督 沼　紀年

12 0 6 0 1
10 6 1

2 0 1 0 3 15 棈木　由衣

0
16 0 7 2 1 14 吉川　裕子 26 0

13 浅井　美憂 9 1 3 0
11 1 4 0 1

0 0 0 0 2

1 0 0
9 0 4 1 1 12 細貝　野乃花

0
8 0 4 0 0 11 熊　美里 5 1

10 近藤　由惟 3 1 0 0
11 0 5 1 1

3 1 0 0 0

0
9 島内　千紘 6 0 3 0 1 9 大森　彩乃

8 堀内　聡美 2 0 1 0
1 0 0

8 片岡　杏華 0 0 0 0 1
0 1 7 品部　沙也加 5 17 海東　あい 0 0 0

0
6 溝渕　咲彩 0 0 0 0 0 6 田村　未来

5 濱田　真子 3 1 0 0
1 0 1

5 森本　美彩 5 1 0 2 1
0 0 4 川端　実乃里 8 2

得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反則

4 林　千香 0 0 0

愛媛県
No. 選  手  名 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反則 No. 選  手  名

チーム名 高知県 チーム名

95 愛媛県6 ━ 31

10 ━ 22

17 ━ 19

高知県 49
16 ━ 23

開 始 時 間 15 ００ 競 技 種 別
審   判   名 主審 近井　英俊 副審 三谷　修司

競   技   日 28 8 21 会場 高松市総合体育館

国民体育大会第３７回四国ブロック A5
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No.

平成 年 月 日
時 分 開始

【戦評】

　本大会最後のゲーム香川対徳島は成年女子国体出場権をかけた大事な一戦となった。
　第１Ｑ、序盤お互いマンツーマンディフェンスでスタート。開始３分香川はオールコートのプレッシャー
ディフェンスで流れをつかみ、⑥の３Ｐ、⑫のバスケットカウントなどで次々と得点を重ね、残り４分で２２－
４とリード。対する徳島は、⑭のインサイドプレーで対抗しようとするが上手くいかない。２６－７香川リード
で第１Ｑ終了。
　第２Ｑ、香川はゾーンディフェンスからの速い攻めと、相手に簡単にシュート打たせないディフェンスで
勢いに乗る。結局、第２Ｑも徳島を１桁得点に抑え、３８－１５と点差を広げ前半終了。
　第３Ｑ、流れを変えようと徳島はゾーンディフェンスに変更。徳島⑤の外角シュート、⑩、⑪の３Ｐが決ま
り、開始３分で４４－２９と１５点差まで近づく。対する香川はオールコートのゾーンディフェンスで相手に
プレッシャーをかけて、簡単に攻めさせない。徳島⑭のオフェンスリバウンドからの得点もあったが、５１－
３３で第３Ｑ終了。
　第４Ｑ、１８点ビハインドの徳島は⑫の連続３Ｐ、ゾーンディフェンスからの速い攻めで何とか得点差を縮
めようとするが、香川⑫のカットインや外角シュートが決まり、思うようにいかない。そのまま香川が逃げ
切って７７－５３で勝利し、４年ぶりの国体出場を決めた。

古本　紗若
貞中　愛莉
足立　明日翔
橋本　百花
須川　奈保子
西本　紗季

成年女子

記載者 小村

11 3 10
大平　雅一

一般社団法人香川県バスケットボール協会

53 1077 10 16 15 9

コーチ山下　朋代 コーチ

監督 藤浦　圭吾監督 川本　伸人

2 0 1 0 0
5 3 3

0 0 0 0 0 15 久次米　渚

0
4 0 2 0 2 14 近藤　紗奈 13 0

13 山岡　五月 2 0 1 0
3 1 0 0 0

0 0 0 0 0

1 0 0
32 4 5 10 1 12 古海　朝日

1
8 1 1 3 1 11 新田　桃子 8 2

10 多田　真紀 6 2 0 0
5 1 1 0 0

1
9 平井　瑞希 6 0 3 0 2 9 小原　彩

8 中尾　真理 0 0 0 08 中尾　佳穂理 2 0 1 0 1
0 2 7 多田　由樹

6 2 0 0 3
7 小澤　美咲 4 0 2

1
6 松橋　彩華 14 4 0 2 0 6 森　彩香

5 近藤　美良 8 2 2 0
0 0 1

5 池田　千紘 7 1 2 0 0
4 阿部　祥子 0 0

得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反則

4 田中　亜美

徳島県
No. 選  手  名 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反則 No. 選  手  名

チーム名 香川県 チーム名

53 徳島県13 ━ 18

26 ━ 20

26 ━ 7

香川県 77
12 ━ 8

開 始 時 間 15 ００ 競 技 種 別
審   判   名 主審 堀内　純 副審 小谷　将夫

競   技   日 28 8 21 会場 高松市総合体育館

国民体育大会第３７回四国ブロック B5
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